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式DR M (Dynamic Remote Monitor) について述べる。





第 3 章では， LANにおける画像転送方式について述べる。パーソナルコンピュータネットワーク向







ジョブ転送モデルではDRM~こより一般端末， R J E操作端末及びゲートウェイの物理的共有化が計れ
た。画像転送モデルではDRMにより表示端末の制御を画像生成端末から行うことが容易になった。
2. ジョブ転送モデルの実現では，端末とゲートウェイの共有化によるシステムコストの低減化，仮想
JCLの有効性，ジョブ転送に係るオーバヘッド時間がシステムの性能に支障を与えないことが確認で
きた。
3. 画像転送モデルの実現では，汎用ビデオテックス方式に比較して画像コマンド方式の専用システム
への高適応性，処理の高速性が確認できた。
論文の審査結果の要旨
本論文はローカル・エリア・ネットワーク (LAN) において，タスクをネットワークノード間で転
送することにより，各ノードで実行するプログラムを動的に変更し得る機能を有した機能分散型LAN
のアーキテクチャ設計手法についてネットワーク内の各ノードに標準的基本プログラムを実装し，この
基本プログラムが提供する通信コマンドによって異機種ノード間のタスク転送を可能とする制御方式の
提案を行っている。この方式の導入により LAN上に，あるアプリーケーションシステムを実現する場
合，ノードにおけるプログラム開発の共通化およびノードごとのプログラム管理が可能となり，機能分
散型LANの構築が容易に行なえるようになる。次に機能分散型LANの応用として，ホスト計算機へ
のジョブ転送モデルと画像モデルを実際に構築し，この設計手法の有効性を確認している。ジョブ転送
モデルにおいては，複数の異機種ホスト計算機に共通なジョブ制御言語により利用者がホスト計算機の
機種を意識することなくジョブを入力し得る環境を実現している。また，画像転送モデルにおいては画
像を表現するコマンド形式のプログラムを画像生成端末から画像表示端末に転送することにより処理の
高速化が実現されている。
以上のように本論文は機能分散型LANにおけるアプリケーションの設計に新しい知見を与え，博
士論文として価値あるものと認める。
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